
l 岩 手県における、アルフアル フアの栽培と利用技術

(畜 試 草 地部 )

酪農経営の安定と生産性を高めるため、良質粗飼料の生産、給与

による高泌乳生産をねらいとして、アルファルファの栽培 と利用技

術を明らかにした。

( 1 ) 背景 と 特 徴

近年の酪農情勢は、牛乳の計画生産、乳価の伸びなやみに伴い多頭飼養から低能力牛 を淘太 じ高

泌乳牛の飼差′【と転換してきている。高泌字と量を得るためには、良質粗飼料の確保が重要である。

このため、酪農家では、アルファルファの栽培意欲が高まつている。そこ
で過去 4ケ年間試験した

栽培法と利用技術を検討した締呆、本県で も充分普及出来る目処が
ついたので普及奨励事項に移す。

ゼ)技  術  内  容

1 ) 適 品  種

2ケ年間の成績では、収量性では、サランナック、ナ
ツワカパ、ノアが優れ、持続性では、ナ

ツワカ″く、ヨ
ーロッパ、サランナックの順である。 (表 1、 2)

の 定 着 技 術

働 改 良資材施用量 (昭和 55年 度参考事項 )

炭ヵ九は土壌 PH 6.8矯正量、燐酸は燐酸吸収係数 2%が 最も多収である。

竹) 上 壊 改 良 深

土壊改良深を0、 5、 15、 25、 45例で検討 した結果 25御
が最も多収である。(表 3)

0 堆 肥の施 用量

造成時の堆肥施用効果は大きく、その持続性は 3ツ 缶aで
2年 目まで 6t/10aで 、3年目ま

で認められる。(表 4)

口 基   肥   量

N 4～ 6 P12Q 10～ 20 K20 1∩ ～ 15K/10aを硫酸根を含む肥料で施す。

の 播  種  適  期 (昭和 55年 度参考事項 )

春は4月 下旬～6月下旬が望ましく、秋は平年初矯 日
の60～ 80日 前である。

ltl根 粒菌 の接裡

アルファルファは他のマメ科牧草に比談して接種効果が極めて大き
い、ただし、土壌PHが

5,5以下、高温乾燥期には着生が抑制される。

ltl 播種量と播種法
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単播の場合は 1.5～ 2.O K9/10aの混播の場合は、ア
ルファルファ1.5K夕にオ

ーチャー ドグラ

ス0。5町を基肥と共に播種、必ず鎮Eす る。

夕) 播 種 様 式

混播の相手草種として、オ
ーチャー ドグラスとチモン

ーを検討した結果、チモン
ーは 2番草

以降の再生が悪 く不適当である。オ
ーチャー ドグラスの混播はアルファルファ単播より1生 草

にして 30%程 度の増収が認められる。 (表 5)

3)栽 培管 理技 術

働 除 草剤の効果 (昭和 55年 度参考事項 )

春播きの場合、広葉雑草にDNBP剤 (メ リマ
~ジ )400～ 500初マ/10aを 用いる。 ギ シ

ギシに対しては、ア
ージラン滋剤 400秘7/10aを 用いる。

14)追  肥  畳 (昭 和 55年 度参考事項 )

Nは 根粒菌着生後は不用、 10a当 りP205 5し 、K20 8町 を早春及び刈取りごとに施

用する。 BM階 燐で 25降 、硫加で 15し を施肥 (最 終刈取後は無肥 )す る。

0 メ J取 頻 度 (昭和 54年 度参考事項 )

1番刈りは開花直前か開花初期 (6月 上旬)それ以降松 45～ 50日 間隔で年 4回刈りが乾

物及びTDN収 量で最多収である。

口 微 量要素の施用 (昭和 55年 度参考事項 )

モ リブデンの施用効果は認められないが、ほう素は造成時、ほう砂で 2降/10a女 たは辞M

磨燐で 180し万Oaの 施用が有効である。

4 ) 利用 技 術

働 サ イレージ調製法 (昭和 55年 度参考事項 )

水分を 50～ 60%に 予乾することにょり良質なサイレージが調製できる。また水分が 5o

%程 度であれば梱包サイレージが実用的である。高水分の場合イネ科牧草 30%以 上の混播材

料草であれば良好な品質が期待できるが、単播の材料を用いる場合、ギ酸等の添加が望ましい。

“) 乾 草 調 製 法

アルファルファの業部の離脱は、水分 50～ 60%ま では生じないので、小規模の場合、予

乾後、針金三角架乾燥法、大規模の場合は水分50%程 度で相包じ仕上げ乾燥法 (ビニールハ

ウスによる常温通風乾燥法等 )で対応する。水分50～ 60%亡 で予乾するには夏の晴天日で

1回反転して、 1昼 夜必要 となる。

C)普 及上の留意点                               (表 6)

1)ア ルファルファ圃場は日当りが良く、排水 良好で雑革の少ない場所を選ぶこと。   ｀

の 現在県内で市販されている品寝船 、デュピイ、ノアのみであるが来年は、ナツワカパ、愛系11
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号も市販される見込みである。

3)堆 肥は腐熱したものを使用すること。 (雑草種子の少ないもの )

4)1番 草の刈り遅れで、2番草の再生期 に梅雨の長雨に当たるとノ
パカス病にかかりやす く、重

症の場合は 3番 草以降の再生が著しく不良となる。

5)高 収量を得るための維持年限は、デュピイで4～ 5年位なので、青刈 とうもろこじと
のローテ

ーションが考えられる。

6)長 期利用をするならば、アルファルファ単播よりも、オ
ーチャー ドグラスとの混播が有利であ

る。

7)永銃的維持のためには、秋に推屈肥2～3t、炭カル50～100したOaの施用が望まし
い。

に, 関  連 課 題

寒今地におけるアルファルファ導入による粗飼料品質改善
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G)主 要成果の具体的図表

表 I ア ルファルファの品種比較
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表2-一 標準品種(デュピュイ)に対する風乾物収量比 (%)一

(北海道農試 昭 43～ 45年 )

① ボ ット 内 径25御 、高さ50御  無 底

② 改 良資材施用量 炭 カルはPH6.8矯 正量、りん酸はりん酸吸収係数2%

利 用 1 年 目 2 年 目 3 年  目 3 か 年 合計
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注 )※ は実収量 (降 /a)

表 3 土 壌改良深 とアルファルファの収量

生 草 収 量 夕/ 禁i メい 左 同 指 数
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表 4 造 成時の堆肥施用量と収量

Ｈ
標
Ｐ
目
壊
正
土
矯 卿艇ん

収草生 三塁
K9/1oa

S 5 4年 S 5 5 年 S56年 計
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０

　

３
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3 , 7 6 8 ( 1 0 o )
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1 , 2 0 5  (  1 5 5  )

5,486( 146 )
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3,895( 99 )

4,177 ( lo6 )
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10,926( 129 )

11.426( 135 )

7.0

０

　

３

　

６

1,107( 142 )
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1,199( 154 )

5,906( 157 )

5,954( 158 )

5,763( 153 )

3,582 (  91 )

3,895 (  99 )

4,460 ( 113 )

10,595 ( 125 )

10,963 ( 129 )

1 1 , 4 2 2 ( 1 3 5 )

表 5 イ ネ科牧草混播比率と生草収量 (し /10a)

1 番  草 2 番 草 3 番  草 4 番 草 計
Alf単 播

比対

A l f 単 播 2432(100) 1705(100) 1149(100) 1148(10(〕 ) 6434(100, 100

Or混 播

少

中

多

2648( 24)

2398( 19)

2490( 15)

2243(37)

2493(26)

2582( 15)

1812( 33)

1715( 29)

1945( 23)

1773( 43)

1673( 50)

1 5 7 8 ( 4 2 )

8471( 33

8249( 30

8595( 22

132

128

134

Ti混 播

少

中

多

2778( 30)

2983( 18)

3285( 19)

1360( 67)

1340( 64)

1342( 79)

1 1 9 2 (  8 7 )

1 4 5 7 (  8 2 )

1 4 8 0 (  8 7 )

1090( 95)

1072( 92)

1152( 86)

6778( 61)

6854( 51)

7260( 55)

105

lo7

1 1 3

刈取時期 Or混 播 Alf単 播  6月 6日  7月 8日  8月 24日  10月 14日

Ti混 播       6月 14日  7月 21日  9月 1日  10月 14日

( )は アルファルファ %

表 6 ハ リガネ乾燥試験

メJ 取 時 堆 積 乾 燥 収 納

アルファルファ2番草

56.9。10メ」

水分 8 4 . 0 %

9.11堆積

水分 58.2%

ハ リガネ乾燥架

3段張り 3 0閉

1秘当り6 6 . 5し

雨 天  12日 /36日

気温 (x~)9～ 7℃

湿度  88～ 90%

10。17収 納

水分 18。5%

品質 良 質 91.5%

不良  8.5

1紹 当り10。0駒
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